
議 会 だ よ り平成２０年（２００８年）８月１２日発行 （２１６号）　　－８－

小金井市ホームページアドレス
　http://www.city.koganei.lg.jp/

議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席　－欠席（忌引のため）

意 見 書 ・ 決 議 の 審 議 結 果 会派名（人数）　 ※議長は除く

民
主
党
市
民 
�

改
革
連
合 
�

小
金
井
民
主
党 
�

日
本
共
産
党 
�

公　

明　

党 
�

み
ど
り
の
風 
�

自
由
民
主 
�要　　　　　　　　　　　　旨件　　　　名

原案
可決

○×○○×○×

７５歳という年齢で医療に制限を加え、差別するなど許されない。人倫の道にもとり、医療制
度や社会保険の根幹を否定する制度である。よって、小金井市議会は、国会及び政府に対し、
「後期高齢者医療制度」を直ちに廃止し、医療に使う国の予算を増やし、高齢者・国民が安
心して医療が受けられるようにすることを要望する。

高齢者に負担増と差別医療を強いる
後期高齢者医療制度の廃止を求める
意見書

原案
可決

○△○
○３
－１

△○△

猪瀬副知事は、調布飛行場の「ジェット化」を提唱し、滑走路の延長に言及した。調布飛行
場は「ジェット化はしない」との条件が地元と取り決められており、副知事発言は看過でき
ない。小金井市は、航路下に住宅が密集している。よって都知事に対し、調布飛行場のジェ
ット化を行わないこと、を求めるものである。

調布飛行場のジェット化に反対する
意見書

原案
可決

○○○
○３
－１

○
○４
×１

○

子宮頸がんの死亡率は高く、毎年約８，０００人が子宮頸がんと診断され、約２，５００人が亡くな
っている。�子宮頸がん予防ワクチンの早期承認に向けた審査をすすめること、�ワクチン
が承認された後は接種への助成を行うこと、�ワクチン開発・製造等のあり方に関して必要
な対応を行うこと、を政府に対し強く要望する。

子宮頸がん予防ワクチンに関する意
見書

原案
可決

○○○
○３
－１

○○○

近年、レアメタルを含む非鉄金属の確保には懸念が生じている。携帯電話にはリチウム・イ
ンジウム等が含まれており、使用済み電話は、適切な処理と回収が期待されている。そこで、
買い換え・解約時において販売員からリサイクルの情報提供を行うことを定めるなど、必要
な法整備を行うこと等を政府に対し強く求める。

携帯電話リサイクルの推進を求める
意見書

原案
可決

×○×
○３
－１

○×○

国内で上映される映画のうち「洋画」についてはほとんど日本語の字幕が付いているが、「邦
画」の場合はほとんど付いていない。聴覚障害者は字幕のない日本映画を楽しむことができ
ない。情報バリアフリー化のため、日本映画や日本語映像ソフトコンテンツへの字幕付与を
義務付けること等を早急に実施するよう強く要望する。

日本映画への字幕付与を求める意見
書

原案
可決

○×○
○３
－１

×○×

原油価格の高騰により、国民生活に大きな影響が出ている。�便乗値上げの監視を強化する
など緊急対策を行うこと、�中小業者、漁業者などへの緊急減税措置を講ずること、�燃料
費の上昇分等を中小・下請業者に押しつけないよう指導し、緊急融資制度を創設すること、
�原油高騰問題戦略本部を設置し、対策を講ずること。

原油高騰への政府の緊急対策を求め
る意見書

原案
可決

○×○
○３
－１

×○×

国が介護保険の給付費を更に抑制する試算は、高齢者介護を根底から破壊するものと言わざ
るを得ない。介護を受ける人の生活と権利を守り、支える人も安心できる制度に改めること
こそ、政府がやるべきことである。安心して公的介護が受けられるようにするとともに、国
庫負担を削減せず、充実することを求める。

よりよい介護保険制度のために国庫
負担の充実を求める意見書

原案
可決

○△○
○３
－１

×○×

日本の大学学費は、世界一高いと言っても過言ではない。経済的な理由で進学を断念したり
学業が続けられなくなる事態が相次ぐ、大きな原因である。欧米の多くの国では、学費を徴
収していない、もしくは低額にとどめている。教育を受けることは基本的人権の一つで、経
済的理由で妨げられるべきではなく本意見書を提出する。

大学学費の負担軽減を求める意見書

原案
可決

○○○
○３
－１

○○○

日本の食料と農業は新たに深刻な危機に直面している。食料自給率は３９％に低下し、食料を
めぐる国際情勢が激変していることも事態をいっそう深刻にしている。農業は国民の生命を
支える食料の安定供給の土台そのものであり、国土や環境の保全などの役割を果たしてい
る。食料自給率を５０％にする中で、長期計画をたて実現させるべきである。

食料自給率向上を求める意見書

原案
可決

○○○
○３
－１

○○
○３
△２

日本では毎年１６万人の親が離婚によって未成年者の自分の子どもと生き別れになっている。
離婚は婚姻関係の解消であって親子関係の断絶ではない。離婚しても豊かな親子の交流がで
きるよう、連絡調整サービスを行う団体への支援や父母教育プログラムの提供などの公的な
支援体制の整備と、面接交渉の法制化を求める。

離婚後の親子の面接交渉の法制化と
支援を求める意見書

原案
可決

○○○
○３
－１

○○○

我が国にはＣ型肝炎患者が２００万人、Ｂ型肝炎患者が１５０万人もいるといわれ、その大半が輸
血、血液製剤の投与、予防接種における針、筒の不交換などの不潔な医療行為による感染、
すなわち医原性によるものといわれている。患者救済のための新法もごく一部の患者しか救
済しない。政府はすべての患者を救済する総合対策に取り組むべきである。

肝炎問題の早期全面解決と新たなウ
イルス肝炎総合対策の推進を求める
意見書

原案
可決

○○○
△３
－１

△○○

国会議員のチェックが及ぶのは一般会計予算についてであって、特別会計は聖域と化してい
る。巨額にのぼる特別会計の使途が官僚の恣意に委ねられ、天下り法人やそれに群がる官
僚・政治家に使い回されたのでは、国民の立つ瀬はない。よって、一般会計同様、特別会計
も国会で審査、監査ができるよう制度改正を講じるべきである。

国の特別会計を徹底的に調査し、無
駄な支出部分の一般財源化を求める
意見書

※可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。原稿は提案議員が作成しております。

市 議 会 議 員 名 簿
ＦＡＸ番号電話番号住　　所会　　派氏　　名議席番号

０９０－８５０６－３７３３前原町２－２４－６自 由 民 主 ク ラ ブ露 口 哲 治１

３２２－９４９３３２２－９４９３貫井北町３－１３－１４自 由 民 主 ク ラ ブ高 木 真 人２

３８４－３４０１３８４－３４０１貫井南町４－１３－９自 由 民 主 ク ラ ブ遠藤百合子３

３８６－５５６０３８６－５５４３本町６－１３－１７－７０２
サンライズ武蔵小金井小金井市議会民主党村 山 秀 貴４

３０１－６２６９３８３－９９６５梶野町５－８－２０小金井市議会民主党宮 崎 晴 光５

３８１－５０７４０９０－３３４５－６９２９貫井北町１－１２－１－５０２
グランシティ武蔵小金井み ど り の 風渡 辺 大 三６

３８８－０１０５３８８－０１０５本町１－４－１６－５０１
武蔵小金井ヒルズみ ど り の 風小 山 美 香７

３８６－１５０３３８６－１５０３緑町５－１９－１４－６０５
武蔵小金井フラワーホームみ ど り の 風漢 人 明 子８

３８４－４１２８３８４－４１０６本町５－４－３４自 由 民 主 ク ラ ブ中 根 三 枝９

３８３－５８８４３８３－５８８４中町３－２３－１８自 由 民 主 ク ラ ブ伊 藤 隆 文１０

３０１－９８８２３０１－９８８２貫井南町４－１８－３小金井市議会公明党宮 下　 誠１１

３８４－３８１２３８４－３８１２中町３－２３－１９小金井市議会公明党紀 由 紀 子１２

３８１－６９８８３８１－６９８８貫井南町３－１０－１小金井市議会民主党小 川 和 彦１３

３８２－０９１１３８２－０９１１前原町５－２０－３２（１６）民主党こがねい市民会議斎 藤 康 夫１４

３０６－９５０３３０６－９５０３緑町２－５－５３
ＹＭＳレジデンスＢ２０７み ど り の 風青木ひかる１５

３８３－１２４５３８３－１２４５中町４－８－３－１０１
コーポ夫馬み ど り の 風野見山修吉１６

３０４－８８８３３８５－１２２４本町４－１３－９改 革 連 合篠原ひろし１７

３８４－９９２０３８４－９９２０本町３－８－９－３１２
ニュー小金井マンション改 革 連 合五十嵐京子１８

３２５－０６２７貫井北町５－１９－８小金井市議会公明党鈴 木 洋 子１９

３８４－８４２５３８４－８４２５緑町４－１２－１６－６－５０４
グリーンタウン小金井小金井市議会公明党和 田 茂 雄２０

３８８－８５０２０９０－３００９－９３８７貫井北町３－３３－３－２０７
ルミナス武蔵小金井日本共産党小金井市議団関 根 優 司２１

３８６－０４０４３８６－０４０４貫井南町４－２０－３１日本共産党小金井市議団板 倉 真 也２２

３０１－９５２１３０１－９５２１東町５－１７－９日本共産党小金井市議団水 上 洋 志２３

３８３－０５１４３８３－０５１４東町５－１４－１０日本共産党小金井市議団森 戸 洋 子２４
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